
吉
川
ま
ち
づ
く
り
自

治
協
議
会
第
6
回
理
事

会
を
1
月
30
日
吉
川
地

域
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

会
議
に
は
理
事
・監
事

合
わ
せ
て
21
名
が
出
席

し
ま
し
た(

定
員
24
名)

村
主
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
第
4

回
理

事
会
以
降
の
事
業
報
告

と
協
議
案
件
を
事
務
局

か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

▼
吉
川
工
業
団
地
西
側

地
区
開
発
に
係
る
動
き

①
第
4
回
地
権
者
会
で

提
示
さ
れ
た
内
容
を
ベ

ー
ス
に
、
第
５
回
地
権
者

会
と
３
役
折
衝
を
経
て
、

今
後
地
権
者
と
マ
イ
ク

ロ
ン
社
間
で
個
別
交
渉

に
着
手
す
る
こ
と
②
吉

川
共
有
地
の
た
め
池
の

扱
い
に
つ
い
て
、
引
続
き

関
係
者
と
の
協
議
を
進

め
、
取
扱
い
を
次
回
理
事

会
で
取
り
ま
と
め
、
次
年

度
事
業
方
針
と
し
て
会

員
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー

ル
（学
校
運
営
協
議
会
制

２
月
５
日
、
第
５
回
地

権
者
会
（１
月
24
日
開

催
）
の
確
認
に
基
づ
き
、

交
渉
を
委
任
さ
れ
た
地

権
者
会
三
役
と
マ
イ
ク

ロ
ン
社
側
と
の
話
合
い

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
つ
ぎ
の
各

項
目
に
つ
い
て
話
合
い
、

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

①
提
示
価
格
等
の
根
拠

の
開
示
。

②
各
地
権
者
の
意
向
を

度
）準
備
会
の
設
置
要
綱

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

学
校
田
隣
の
遊
休
地

を
駐
車
場
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
整
備
す
る
こ
と

▼
吉
川
活
性
化
Ｐ
Ｊ
Ｔ

第
16
回
会
議
報
告
（1

月
14
日
開
催
）

▼
自
主
防
災
会
関
連
の

①
防
災
マ
ッ
プ
の
最
終

確
認
②
市
避
難
行
動
要

支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ

ン
の
取
扱
い

等
に
つ
い
て
審
議
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
3
年
度
通
常
総

尊
重
し
た
話
合
い
を
進

め
る
こ
と
の
了
解
。

③
開
発
計
画
と
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
適
時
開

示
の
確
認
。

話
合
い
の
結
果
を
受

け
、
地
権
者
会
の
考
え

を
ま
と
め
、｢

話
合
い
で

示
さ
れ
た
見
解
を
踏
ま

え
て
、
15
日
以
降
、
地
権

者
個
々
と
の
交
渉
開
始

を
了
解
す
る｣
旨
を
伝

え
ま
し
た
。

会
に
向
け
た
取
組
み
と

し
て
次
の
事
項
を
決
め

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
が

治
ま
る
こ
と
を
前
提
に
、

①
開
催
日:

5

月
23

日

(

日)

13
時
開
会
、
吉
川

地
域
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

②
議
案
に
関
連
し
、
役

員
改
選
を
伴
う
総
会
で

あ
り
候
補
者
選
考
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と

③
財
務
基
盤
の
整
備
に

関
連
し
た
議
案
と
し
て
、

▽
吉
川
工
業
団
地
西
側

地
区
内
不
動
産
と
、
土

地
改
良
区
受
領
不
動
産

の
取
扱
い
▽
村
誌
財
産

会
計
を
基
金
と
し｢

基
金

会
計
に
関
す
る
規
定｣

を

新
た
に
設
け
る
こ
と
。

令
和
１
年
秋
、
各
地
区

の
皆
さ
ん
と
始
め
た
防

災
マ
ッ
プ
作
成
作
業
を

終
え
、
地
域
の
皆
さ
ん

宅
に
配
布
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
５
月
に
吉

川
地
区
自
主
防
災
会
結

成
、
同
年
７
月
の
西
日

本
豪
雨
、
２
日
間
で
２

百
名
が
参
加
し
た
災
害

復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
等
を
経
て
、
災
害
時

避
難
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

と
の
声
を
受
け
て
作
業

に
着
手
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
春
の
配
布

を
意
識
し
、
原
案
を
も

と
に
ま
ち
歩
き
を
行
い

確
認
す
る
予
定
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
現
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

間
、
各
地
区
長
（区
長
・

吉
川
ま
ち
づ
く
り
女

性
部(

波
光
洋
子
会
長)

自
治
会
長
）
の
協
力
を

頂
い
て
と
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
配
布
し
ま
す
災

害
時
避
難
マ
ッ
プ
「我
家

の
避
難
行
動
計
画
書
」

を
も
と
に
、
ご
家
族
で

災
害
時
の
行
動
を
今

一

度
話
合
っ
て
い
た
だ
き
、

計
画
書
に
書
き
込
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
味
噌
作

り
が
、
２
月
20

日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
大
豆
30
キ
ロ
・

麹
60
キ
ロ
を
使
っ
て
の
作

業
が
3
日
間
余
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

仕
込
み
が
終
わ
り
熟

成
期
に
入
り
秋
頃
出
来

上
が
り
ま
す
。
味
噌
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方

が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

吉川まちづくり自治協議会

令和3年2月25日(2020-11)
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第6回理事会確認を受けて｢令和3年度役員
候補者選考委員会｣を理事会に設置しました。
委員会は、令和3年度の総会から2年間の
理事会役員に立候補される方の受付け・選考
等を担い、5月の総会報告を担います。
委員長には互選により、光川善導さんが選
任されました。
役員構成は現在の体制を引き継ぐこととし、
これを基本に立候補を募ります。
立候補を希望される方は、委員長・会長・地
区責任者にご連絡をお願いします。 【2019年度総会の模様】

【第6回理事会の模様】

【女性部皆さんの作業風景】



“よしかわだより”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

吉
川
地
域
で
年
４
回
実

施
し
て
い
る
ポ
イ
捨
て
空

缶
空
瓶
回
収
作
業
を
２
月

７
日
午
前
中
に
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
も
上
中
横
野

地
区
の
活
動
に
地
元
マ
イ

ク
ロ
ン
社
の
社
員
と
家
族

27
名
が
参
加
し
同
社
周
辺

で
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

「開
か
れ
た
学
校
」
か
ら

更
に

一
歩
踏
み
出
し
、
地

域
で
ど
の
よ
う
な
子
供
た

ち
を
育
て
る
の
か
、
何
を

全
エ
リ
ア
で
の
回
収
状
況

は
40
㍑
ゴ
ミ
袋
に
し
て
、

空
缶
22
袋(+

5)

、
空
瓶

8
袋(

－
2)

に
加
え
、
そ

の
他
ゴ
ミ
55
袋(+

1)

の

多
さ
で
し
た
。()

内
は
11

月
比
較
。
今
回
も
ポ
イ
捨

て
ゴ
ミ
の
量
が
多
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
作
業
は
今
回

で
終
わ
り
ま
す
が
、
５
月

の
回
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
今
年
は

年
３
回
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
度
も
引
き
続

き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

実
現
し
て
い
く
の
か
と
い

う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
地

域
住
民
等
と
共
有
し
、
地

域
と

一
体
と
な
っ
て
子
供

た
ち
を
育
む
「地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
」
へ
と
転
換

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
取
組
み
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
す
。

一
方
、
学
校
と
地
域
は
、

一
方
的
に
、
地
域
が
学
校
・

子
供
た
ち
を
応
援
・支
援

す
る
と
い
う
関
係
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
育
ち
を
軸

と
し
て
、
学
校
と
地
域
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・

協
働
す
る
関
係
で
あ
り
続

第
６
回
吉
川
史
跡
保
存

会
を
２
月
５
日
、
15
名
で

開
催
し
ま
し
た
。

第
５
講
は
、
前
回
に
引

続
き
、
吉
川
の
古
地
図
と
、

大
正
時
代
の
地
図
を
も
と

に
地
域
の
地
名･

屋
号
の

呼
び
名
を
通
し
て
地
域
の

史
跡
や
歴
史
を
学
ぶ
会
と

し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
古
地
図
に
記

載
の｢

火
窯｣

と
は
？
新
井

け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル

(

学
校
運
営
協
議
会
制

度)

で
す
。
令
和
6
年
を

目
標
に
市
内
全
校
導
入
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル

と
は
、
学
校
・保
護
者
・地

域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
さ
せ
た
学
校
運
営

を
行
う
仕
組
み
で
、
保
護

刑
部
宅
跡
の
住
民
は
？
豊

穣
池
は
い
つ
作
ら
れ
た
？

等
の
疑
問
が
参
加
者
か
ら

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
都
度
村
誌
記
載
の

内
容
で
確
認
し
て
い
き
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
疑
問

に
応
え
ら
れ
る
内
容
で
な

く
、
引
き
続
い
て
会
の
テ

ー
マ
と
し
て
学
ん
で
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
感
染
症
の
歴

史
を
村
誌
記
載
の
内
容
と

比
較
し
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。
吉
川
地
区
に
お
い
て

も
明
治
時
代
は
コ
レ
ラ
が

流
行
し
、
生
活
に
も
影
響

者
、
地
域
の
代
表
、
学
識

経
験
者
な
ど
で
組
織
す
る

「学
校
運
営
協
議
会
」
を

設
置
し
た
学
校
の
こ
と
と

な
り
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
の
主
な

役
割
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
校
長
が
作
成
す
る
学
校

運
営
の
基
本
方
針
の
承
認

〇
学
校
運
営
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
又
は
校
長
に

し
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

次
回
３
月
５

日
は
、
八
本

松

で
八

十

八

石

仏

の

保

存

と
地

域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
西

田
敏

幸

さ

ま
の
お
話
を

聞
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

意
見
を
述
べ
る
こ
と

〇
協
議
会
の
内
容
を
保
護

護
者
・地
域
住
民
等
に
説

明
し
意
見
を
求
め
る
こ
と

保
護
者
・地
域
住
民
等

は
、
学
校
に
対
し
て
情
報

提
供
や
協
議
を
踏
ま
え
た

支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
学
び
は
学
校
・

家
庭
・地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
豊
か
に
展
開
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
吉

川
ま
ち
づ
く
り
自
治
協
議

会
は
、
吉
川
小
学
校
区
に

お
け
る
役
割
を
認
識
し
取

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

吉川まちづくり自治協議会 令和3年2月25日(2020-11)

ひがしひろしまし市民活動情報サイトもご覧ください
http://higashihiroshima.genki365.net/

2月18日-吉川保育所の皆さんから
げんきパワーをもらう吉川げんき塾


